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日本では何科のレジデントにな

るのも自由であるし，専門医とそ

うでない医師との区別は実質的に

はない．そのため産科や小児科の

医師は減少し続け，逆に皮膚科お

よびその標榜医は増加している．

このような状況になると，従来の

皮膚科診療では生き残れない皮膚

科医が，美容皮膚科をめざすよう

になる可能性が高い．そして現実

には，すでに非皮膚科医が美容皮

膚科に参入し，非皮膚科専門医に

よる美容皮膚科が急増している．

美容皮膚科をめざす医師は，当然

のことながら美容外科の手術手技

やその適応を知らなければ，美容

目的で受診する患者さんに適切な

指導やアドバイスをすることがで

きないし，その内容を理解してい

なければ，美容皮膚科の分野で生

き残ることは難しい．

このたび南江堂から出版された

本書は，美容外科における基本手

術が網羅されており，美容外科を

めざす人はもちろん，美容皮膚科

に関心がある人にも必見の本であ

る．とにかく皮膚の解剖から，解

剖所見に基づいた手術手技がきれ

いな写真とともに示されており，

外科手術の経験が少ない医師にも

非常にわかりやすく記載されてい

る．そのため美容外科手術の種類

や難易度，その結果を誰でも知る

ことができる．今後，美容目的で

来院する患者や美容外科に関心が

ある患者を診察する機会は，増え

ることはあっても減ることはな

い．このような患者に適切なアド

バイスや指導ができるようになる

ことは，これからの皮膚科医の責

務であると同時に，重要なセール

スポイントにもなる．

さらに本書では美容外科手術だ

けでなく，コラーゲンやヒアルロ

ン酸あるいはボツリヌス毒素の注

入療法や，ケミカルピーリングや

レーザーを含む光線療法などの美

容皮膚科的治療にも触れられてい

る．そのため本書は，患者さんへ

の説明やインフォームド・コンセ

ントにも使うことができ，美容皮

膚科をめざす皮膚科医はもちろ

ん，そうでない皮膚科医にも座右

の書であると思われる．
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